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ヨー ロ ッパ の生 活 か ら
高井一郎
私 は1999年6月か ら2000年4月まで国外 に
お り,こ の ほど帰 国 しました。
最初 はイ ギ リス ・ロ ンドンの南方 にあ るロ
チ ェスターと言 うところで した。学校 の名前
はKENTINSTITUTEofART&'DESIGN
と言 います。次 は ドイッ ・ケル ンで ライ ン河
の ほ とりに あ るFACHHOCHSCHULEKOE
LNと 言 うところで した。 その次 は ブイ ンラ
ン ド・ヘル シンキ のUNIVERSITYofART
ANDDESIGNHELSINKIで,そ して そ の
次 は トル コ ・イ ス タ ン ブル のISTANBUL
TEKNIKUNIVERSITESI・で したが,そ れ ぞ
れの学校 か ら しか るべ き役割 を与 え られ席 を
持 っ ことがで きま した。
イギ リスで は国外滞在 にまだなれていませ
んで したので学 校内外で戸惑 うことばか りで
したが,そ の うちの2っ を紹介 しよ うと思 い
ます。
その1つ は道具 の発達の歴史 に関す ること
です。 これは私 の専門 のことにな るのですが,
日本 は明治時代 にイギ リスか ら種々の道具や
機械 などを輸入 していたのですが1930年代以
降色 々な事情 のためそれが途絶 え,同 時 に道
具発達 の歴史 もそのあた りで切 れて いるので
産業革命の本場であるイギ リスではどうであっ
たか と言 う思 いがあ ったのです。
結論 か ら言 います とイギ リスで も日本 と同
じで1930年の後半 か ら道具 の歴史 は突如 とし
て戦争の歴史 に変 わ るのです。
私 の思 って い る本 はKITCHENと い う項
目にある ことが数回 目でわか りま した。 また,
おな じ図書 館 で ジ ョニ ー ・カル ダー のThe
VictorianHomeとい う本 を見っ け ま した。
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一 この ことに関 して は次回研 究発 表 の時 報
告 します 一 第2は"必 習nに っ いての考 え
方 の違 いです。 それ は図面 に関す ることで し
たが私 が"そ んな こ とは必 習 でや った はず
だ"と 言 ったので問題 にな りま した。 ある先
生 はこういいま した。必要 な ことは図書館 に
行 けばわか る。 そ して"必 習"と い うのは論
理 学以 外 にはない。 と言 いま したので,こ れ
には全 く驚 きました。 しか し,こ うい う考 え
方 は ヨーロッパ全体 の ものであ ることがだん
'だ
ん と分 って きま した。
話 はかわ りますが,ケ ル ンの エ リホ フ教 授
は国際的 にも有名な方ですが,私 とはそ りが
あわず,そ のせ いもあって ドイッ国内の あち
こちに行 きま した。 その ひとっ のエ ッセ ン大
學 はなかなか しっか りしてお りID担当の シュ
テ ファン教授 も丁寧 に説明 して くれ好感が も
てま した。下イツではその他に もハノーヴ ァ・
ブ レー メン ・ブッパ ダール ・ポッダム等 の学
校 を訪 問す ることがで きま した し,学 校以外
で は芸術家村 としてアールヌーボー建築 が多
く残 されて いるダルム シュタッ トや宗教 改革
に縁 の深 いウオル ムス等 に も行 きま した。
ドイッか らブイ ンラ ンドには8月 の後 半 に
行 きま した。 なぜな らブイ ンラ ンドの大學 は
9.月1日か.ら始 まるか らです。
ヘル シンキはブイ ンラ ン ドの最南端 にある
のですが,日 本 の稚内 よ りもっと北 にあ り寒
さ も半端 ではあ りません。 なによ り戸惑 うの
は日の長 さで,冬 は2時 頃 日が沈み ます し夏
は夜 の11時頃夕焼 けです。 、
学校 を推 めて くれたのは現在 山口大学 に勤
務 す る井生君 であ り,大 學 の主任教授 は ライ
モ ・ニ ッカネ ン,同 室 の教授 は ピーター ・マ
クグロイです。
私 はピー ターと,よ く議論を しま したが,
私 はその議論 の中か ら新 しい研究 テーマを見
っ け ることが出来 ま した。
それは鋸 に関す ることです。
ご存知 のよ うに ヨーロ ッパで は全て押す式
で 日本 では引きます。 ピーターは押す方が体
重 がかけ られる し合理的だ と言 うのです。 と
ころが 日本 に帰 って そのことを専門家 に言 う
と全 く反対 の言葉が返 って きます。
それではその境界線 はど こか,中 国か印度
か,そ れ とも一?
ブイ ンラン ドは木 の国です。木材 に関す る
研究 を しなければと思 い,学 校 にそ のことを
頼 んだ ところ,ヴ ァーサ地方の デザ イ ンセ ン
ターのよ うな ところに紹介 して もらいま した。
ヴァーサ地方 は木材工業の盛ん なところで多
くの工場 があ り,ま た木工の学校 もありま し
た。驚 いた ことにある人の道具箱の中 には日
本 の胴付鋸 があるで はありませんか。モ ノを
作 る人間 はやは り知 って いるのだ と思い,う
れ しくな りま した。
ヘルシ ンキは良 いところで した。物価 はイ
ギ リス ・ドイッに比べ ると少 し高めで したが
それで も日本 の半値 くらいの ように思われ ま
した し,人 も穏やかの ように感 じられま した。
ブイ ンラン ド語 を習 うべ く学校 に通 ったので
すが,こ れはモノにな りませんで した。1999
年10月1日 か ら次 の任地 に行か なければな ら
ないので すが,私 はICSID世界 大会 に出席
す るためオース トラリアの シ ドニー にお りま
したので実際 にイスタ ンブル に行 ったの は10
月8日 で した。
デ ザ イ ンの ヘ ッ ドはNiganBayazitと言
う女性で す。 ちなみにここ建築学部の学部長
のMineInciogluも女性 です。
イスタ ンブル工科大學 には2000年の3月 ま
でお世話にな りましたが,そ の間は大學の官
舎にいることになりました。
学校は結構忙 しく,月曜から金曜までなん
らかの授業が入っていました。
学校と家とは10㎞ほど離れていますので私
はいっもミニバスを利用 していましたが,そ
の運転は大変乱暴なものです。
最初イスタンブルにきた頃は変なところに
きて しまったと言う感 じでしたが,し ばらく
住むと物価は安い し自由はあるし,こんな良
いところはないと思 うようになるから不思議
です。
例の鋸についてですが,驚 いたことに トル
コでは引 く式で日本 と同じです。
中国の北京に友入がいるので聞いてみると
その人は引く式であると断言するのですが,
文献では押す式であると言 っています。
カンボヂアに駐在 している国連職員の息子
に頼んで現在市販されている現物を買ってき
てもらいましたが全て押す式で した。
しか し,道具 と言 うものは何百年か経つと,
元々のものか輸入されたものか分 らな くなる
のが常ですから全部は信 じることが出来ませ
ん。
現在の私の疑問はあの出雲大社や伊勢神宮
の棟木 はどのような道具で作 られたかと言 う
ことです。
私のささやかな鋸の研究がヨーロッパとア
ジアのおぼろげながらの分岐点を探 し出 し,
加えて日本民族のルーッを探るよすがとなれ
ばと思 っています。
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